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1. はじめに
本研究は、森林総研モデル木造住宅に使用したすべて
の構造部材について、ヤング係数等の物性値を非破壊的
に測定し、モデル木造住宅を構成する構造部材の初期の
基礎的性能を把握することを目的としている。モデル木
造住宅では、ヤング係数が比較的低い部材を使用して
も構造上問題がないことを実証する (杉本 2011, 小林ら 
2013) ため、大部分で製材の日本農林規格・機械等級区

分構造用製材の曲げ性能が E70 (農林水産省 , 2007) のス
ギを使用している。モデル木造住宅に用いられた、柱材、
梁桁材、土台材のすべての構造部材について、施工前に、
密度および縦振動法によるヤング係数を測定した。梁桁
材と一部の柱材については、たわみ振動法による曲げヤ
ング係数およびせん断弾性係数を測定した。また、約半
数の構造部材については、含水率を測定した。
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要 旨
　本研究の目的は、森林総研モデル木造住宅に使用したすべての構造部材、すなわち、柱材、梁桁材、
土台材について、施工前の物性値を非破壊的に測定することにより、モデル木造住宅を構成する構
造部材の初期の基礎的性能を把握することである。測定した項目は、密度および縦振動法によるヤ
ング係数である。梁桁材と一部の柱材については、上記の他にたわみ振動法による曲げヤング係数
およびせん断弾性係数を測定した。また、約半数の構造部材については、含水率を測定した。モデ
ル木造住宅について、その構造部材の初期値を把握したことにより、構造部材の強度的性能に関す
る経年変化の影響を検討する際、本研究で得られた初期値は、貴重な基礎データとなる。
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2. 実験
2.1 材料
柱材には、製材の日本農林規格・機械等級区分構造用
製材において曲げ性能が E70のスギ製材、および集成材
の日本農林規格・構造用集成材の同一等級構成集成材に
おける E55-F225 (農林水産省 2012) のスギ集成材を使用
した。梁桁材には、同 E70のスギ製材、スギ・ヒノキ対
称異等級構成集成材 E105-F300 (農林水産省 2012) を使
用した。土台材はヒノキ製材 (保存処理済、優良木質建
材等認証保存処理材 -2 (2種 -AZE)) 、ヒノキ同一等級構
成集成材 E105-F345を使用した。材料の入手はスギ・ヒ
ノキ対称異等級構成集成材を除いて、すべて施工業者に
依頼した。しかしながら、既報 (杉本 2011, 小林ら 2013) 
においても指摘されたように、本非破壊測定にあたって
最も困難であったのは希望した材料の調達であった。集
成材は問題なく入荷されたが、機械等級区分構造用製材
については、目的の材料が入手できるまでは、目視等級
区分構造用製材の入荷や、機械等級区分構造用製材であ
っても E70以外の材が含まれるといった事例があった。
また、製材に関しては SD20 (仕上げ材の含水率が 20%
以下 ) もしくは D20 (未仕上げ材の含水率が 20%以下 ) 
の材を要求したが、これらの含水率が 20%を超える材
も含まれていた。これらの材料については、原則再入荷
を依頼した。このような事例は JASの機械等級区分構
造用製材に関する正しい知識の普及度、あるいは認知度
があまり高くないことが原因と考えられ、今後、改善す
べき課題である。

2.2 非破壊試験
部材納入担当業者の敷地内にプレカット前の構造用部
材を集め、非破壊測定を行った。測定した部材の本数は、
柱および梁桁用のスギ製材が 191本、柱用のスギ集成材
が 8本、梁桁用のスギ・ヒノキ対称異等級構成集成材が
1本、土台用のヒノキ製材が 8本、土台用のヒノキ集成
材が 15本の合計 223本である。測定項目は、寸法、重量、
縦振動法によるヤング係数とした。実測した寸法と重量
から密度を算出した。梁桁材と一部の柱材は、たわみ振
動法 (T.G.H.法 ) によるヤング係数とせん断弾性係数を
測定した。縦振動法によるヤング係数、たわみ振動法に
よるヤング係数およびせん断弾性係数の測定方法は、「構
造用木材の強度試験マニュアル」 (園田ら 2011) に示され
た縦振動法および T.G.H.法にそれぞれ準拠した。たわ
み振動法の測定では、梁桁材は短辺材面を打撃し、柱材
は任意の材面を打撃した。さらに、約半数の材料につい
ては、高周波容量式水分計 (株式会社ケット科学研究所、
HM-520) により含水率を測定した。含水率の測定位置は、
部材長さ方向中央の任意の一面とした。集成材では最外
層ラミナの表面を測定した。ただし、本測定によって得
られたヤング係数や含水率は、JASに規定されたヤング
係数や含水率の基準と直接的に一致するものではない。

また、測定したほぼすべての構造部材に二次元バーコ
ードを貼付し (軽部ら 2011) 、各部材の物性値に関する
情報が二次元バーコードにより参照できるようにした。
また、これにより、施工後の構造部材が躯体のどこに用
いられたのかを概ね追跡することが可能となった。

3. 結果と考察
測定したすべての構造部材の含水率、密度、縦振動法
によるヤング係数、T.G.H.法によるヤング係数およびせ
ん断弾性係数を、構造部材の種類別に、二次元バーコー
ドの QRコード IDとともに Table 1～ 5に示す。測定し
たすべての構造部材の番号と物性値を検索することによ
り、将来的に構造部材になんらかの変化が生じた場合に
初期値との比較が可能である。ただし、これらの構造部
材は住宅の部材寸法に合わせるため、建築時には長さが
カットされているものも多い。

3.1 スギ製材における縦振動法によるヤング係数の結果
すべてのスギ製材について、縦振動法によるヤング係
数の結果は、5.64～ 7.14～ 8.71kN/mm2 (最小値～平均
値～最大値 ) であった。縦振動法によるヤング係数につ
いて、階級幅を 0.5kN/mm2としたヒストグラムを Fig. 1
に示す。機械等級区分構造用製材の E70は曲げヤング
係数が 5.9kN/mm2以上 7.8kN/mm2未満とされている (農
林水産省告示 2007) 。機械等級区分構造用製材に規定さ
れた曲げヤング係数の値は、静的曲げ試験による見かけ
の曲げヤング係数であり、本試験で測定した縦振動法に
よるヤング係数とは測定方法が異なるが、上記 E70に
対するヤング係数の範囲にほぼ相当する 6～ 8kN/mm2

の中に、全試験体の約 86%が含まれた。また、6kN/mm2

未満のものは約 4%、8kN/mm2以上のものは約 9%であ
った。このように、構造用製材に関する日本農林規格に
おける E70の存在範囲に比べて測定値のヒストグラム
が全体的にやや右側にシフトしている (値が大きくなっ

Fig. 1.  スギ製材の縦振動法によるヤング係数の出現範囲
注：例えば 5.5～ 6は 5.5kN/mm2以上 6kN/mm2未満を示す。

スギ製材の縦振動法によるヤング係数の出現範囲

注：例えば 〜 は 以上 未満を示す。
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まとめ
森林総研モデル木造住宅に使用したすべての構造部材
について、ヤング係数等の初期物性値を非破壊的に測定
し、モデル木造住宅を構成する部材の基礎的性能を把握
した。本研究により、今後構造部材について何らかの変
化が現れた際、初期の測定値を元にその原因を検証する
ことが可能となった。
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ている ) のは、縦振動法によるヤング係数が静的曲げヤ
ング係数よりも 5～ 10%程度大きな値を示す傾向があ
る (園田ら 2011) ためであると考えられる。

3.2 スギ製材の梁桁材における各弾性係数間の関係
スギ製材の梁桁材について、縦振動法によるヤング
係数と T.G.H.法による曲げヤング係数との関係を Fig. 2
に示す。両者の間には有意水準 5%で有意な相関が認め
られ、決定係数 R2は 0.41であった。T.G.H.法による曲
げヤング係数の方が、縦振動法によるヤング係数より
も平均値で 1kN/mm2程大きいが、これは、縦振動法に
よるヤング係数が部材の平均的な値を示すのに対して、
T.G.H.法による曲げヤング係数は静的曲げ試験で求まる
真の曲げヤング係数に相当することによるものと考え
られる。ヤング係数とせん断弾性係数の比 (E/G) は、針
葉樹では一般的に 15として設計される (日本建築学会 
2006) が、本試験で求めた T.G.H.法による曲げヤング係
数とせん断弾性係数の平均値の比は 11.5となり、上記
文献値よりは若干小さかった。また、縦振動法によるヤ
ング係数と T.G.H.法によるせん断弾性係数には有意水
準 5%で相関は認められなかった。

Fig. 2.  梁桁材として用いたスギ製材における縦振動法に
よるヤング係数と T.G.H.法による曲げヤング係
数との関係

梁桁材として用いたスギ製材における縦振動法による
ヤング係数と 法による曲げヤング係数との関係
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Table	
 1	
 測定した構造部材の物性値（スギ製材）

試験体番号
QRコードID
(MB番号)

使用部位 種類
公称寸法

(幅×厚さ×長さ)
(mm)

水分計の
含水率
(%)

密度
(kg/m3)

縦振動法による
ヤング係数
(kN/mm2)

TGH法による
ヤング係数
(kN/mm2)

TGH法による
せん断弾性係数

(kN/mm2)

276 20036 梁桁または柱 スギ製材 120×120×3000 420 7.10 8.35 0.63

275 20037 梁桁または柱 スギ製材 120×120×3000 371 7.18 7.46 0.76

274 20038 梁桁または柱 スギ製材 120×120×3000 377 6.21 7.47 0.55

273 20039 梁桁または柱 スギ製材 120×120×3000 425 7.18 8.51 0.73

272 20040 梁桁または柱 スギ製材 120×120×3000 377 6.75 7.49 0.75

271 20041 梁桁または柱 スギ製材 120×120×3000 389 7.25 8.34 0.85

270 20042 梁桁または柱 スギ製材 120×120×3000 389 5.64 6.36 0.83

306 20043 梁桁または柱 スギ製材 120×120×4000 396 6.74 7.29 0.76

305 20044 梁桁または柱 スギ製材 120×120×4000 405 7.06 7.59 1.14

304 20045 梁桁または柱 スギ製材 120×120×4000 362 6.27 6.70 0.70

303 20046 梁桁または柱 スギ製材 120×120×4000 321 6.22 6.34 0.55

302 20047 梁桁または柱 スギ製材 120×120×4000 442 7.49 8.03 0.83

301 20048 梁桁または柱 スギ製材 120×120×4000 380 6.95 8.33 0.66

300 20049 梁桁または柱 スギ製材 120×120×4000 384 6.90 7.19 0.85

298 20059 梁桁または柱 スギ製材 120×120×4000 450 7.57 7.98 1.36

297 20060 梁桁または柱 スギ製材 120×120×4000 386 7.42 7.76 1.03

299 20063 梁桁または柱 スギ製材 120×120×4000 412 6.50 7.53 0.76

278 20035 梁桁 スギ製材 105×105×3000 397 7.49 8.29 0.56

46 00032 梁桁 スギ製材 105×120×3000 9.0 361 6.76 7.29 0.90

47 00033 梁桁 スギ製材 105×120×3000 10.0 385 7.74 8.16 0.74

277 20031 梁桁 スギ製材 105×120×3000 364 7.19 7.74 0.83

269 20032 梁桁 スギ製材 105×120×3000 417 6.53 9.47 0.77

76 00038 梁桁 スギ製材 120×120×4000 13.0 389 7.04 8.05 0.60

79 00039 梁桁 スギ製材 120×120×4000 17.5 419 7.53 8.75 0.64

78 00040 梁桁 スギ製材 120×120×4000 9.5 393 6.19 7.07 0.54

77 00041 梁桁 スギ製材 120×120×4000 10.5 406 6.58 7.67 0.49

75 00042 梁桁 スギ製材 120×120×4000 13.0 409 7.81 8.62 0.57

35 00035 梁桁 スギ製材 120×120×6000 10.0 367 7.55 9.66 0.34

36 00208 梁桁 スギ製材 120×120×6000 12.0 349 6.49 8.59 0.24

37 00211 梁桁 スギ製材 120×120×6000 9.5 379 6.85 9.21 0.28

291 20050 梁桁 スギ製材 120×120×6000 358 7.24 9.14 0.47

292 20051 梁桁 スギ製材 120×120×6000 403 7.37 9.76 0.38

293 20052 梁桁 スギ製材 120×120×6000 400 7.33 9.82 0.33

294 20053 梁桁 スギ製材 120×120×6000 418 6.77 8.68 0.47

295 20054 梁桁 スギ製材 120×120×6000 384 6.11 7.66 0.74

296 20055 梁桁 スギ製材 120×120×6000 373 7.62 8.60 0.48

258 20122 梁桁 スギ製材 120×150×3000 405 7.53 8.93 0.54

44 00126 梁桁 スギ製材 120×150×4000 18.5 379 7.20 7.40 0.56

324 20117 梁桁 スギ製材 120×150×4000 382 7.46 9.85 0.70

234 20118 梁桁 スギ製材 120×150×4000 395 7.29 7.69 0.82

235 20119 梁桁 スギ製材 120×150×4000 353 6.32 6.92 0.69

238 20120 梁桁 スギ製材 120×150×4000 381 7.78 8.25 0.69

239 20121 梁桁 スギ製材 120×150×4000 382 8.15 9.09 0.64

248 20123 梁桁 スギ製材 120×150×4000 456 7.03 7.29 0.92

249 20124 梁桁 スギ製材 120×150×4000 422 7.34 7.62 0.90

250 20125 梁桁 スギ製材 120×150×4000 406 7.78 7.98 0.93

251 20130 梁桁 スギ製材 120×150×4000 389 6.91 7.70 0.91

252 20131 梁桁 スギ製材 120×150×4000 427 6.91 8.39 0.70

253 20132 梁桁 スギ製材 120×150×4000 412 7.55 8.11 0.85

254 20133 梁桁 スギ製材 120×150×4000 392 6.50 7.64 0.67

255 20134 梁桁 スギ製材 120×150×4000 422 7.50 8.26 0.95

316 20114 梁桁 スギ製材 120×150×6000 395 7.66 9.32 0.42

322 20115 梁桁 スギ製材 120×150×6000 393 6.03 7.37 0.56

321 20116 梁桁 スギ製材 120×150×6000 362 8.02 8.70 0.83

58 00150 梁桁 スギ製材 120×180×3000 9.0 357 6.67 8.02 0.68

43 00139 梁桁 スギ製材 120×180×4000 9.5 382 7.39 8.49 0.78

231 20144 梁桁 スギ製材 120×180×4000 442 6.73 6.99 0.84

232 20145 梁桁 スギ製材 120×180×4000 346 6.45 7.43 0.95

233 20146 梁桁 スギ製材 120×180×4000 430 7.38 7.11 1.08

236 20147 梁桁 スギ製材 120×180×4000 368 7.22 8.43 0.86

237 20148 梁桁 スギ製材 120×180×4000 358 7.00 8.19 0.59

243 20149 梁桁 スギ製材 120×180×4000 434 6.68 7.84 0.74

244 20150 梁桁 スギ製材 120×180×4000 404 7.02 7.36 1.40

245 20151 梁桁 スギ製材 120×180×4000 382 6.96 7.83 0.88

246 20152 梁桁 スギ製材 120×180×4000 432 6.76 6.55 1.04

307 20139 梁桁 スギ製材 120×180×5000 380 7.87 9.14 0.85

308 20140 梁桁 スギ製材 120×180×5000 348 7.11 7.46 0.80

Table 1.  測定した構造部材の物性値（スギ製材）



Non-destructive evaluation of structural members used for an FFPRI model wooden house 161

Bulletin of FFPRI, Vol.12, No.3, 2013

Table	
 1	
 測定した構造部材の物性値（スギ製材）（続き）

試験体番号
QRコードID
(MB番号)

使用部位 種類
公称寸法

(幅×厚さ×長さ)
(mm)

水分計の
含水率
(%)

密度
(kg/m3)

縦振動法による
ヤング係数
(kN/mm2)

TGH法による
ヤング係数
(kN/mm2)

TGH法による
せん断弾性係数

(kN/mm2)

309 20141 梁桁 スギ製材 120×180×5000 352 6.69 8.21 0.82

310 20142 梁桁 スギ製材 120×180×5000 398 6.90 8.04 0.69

311 20143 梁桁 スギ製材 120×180×5000 391 7.32 8.68 0.88

56 00152 梁桁 スギ製材 120×210×2000 25.0 411 6.62 8.32 0.76

257 20158 梁桁 スギ製材 120×210×3000 356 7.16 8.21 0.84

69 00122 梁桁 スギ製材 120×210×4000 22.5 401 7.01 8.36 0.77

242 20157 梁桁 スギ製材 120×210×4000 386 7.13 7.85 0.83

61 00165 梁桁 スギ製材 120×240×3000 16.0 369 7.30 8.49 0.68

60 00166 梁桁 スギ製材 120×240×3000 18.0 375 6.26 6.69 0.67

59 00178 梁桁 スギ製材 120×240×3000 12.5 378 7.62 8.52 0.79

259 20164 梁桁 スギ製材 120×240×3000 421 5.80 5.98 0.69

65 00169 梁桁 スギ製材 120×240×4000 25.5 499 7.12 8.47 0.69

66 00170 梁桁 スギ製材 120×240×4000 17.0 376 6.39 7.71 0.62

62 00167 梁桁 スギ製材 120×240×4000 17.0 371 6.90 6.71 0.66

63 00168 梁桁 スギ製材 120×240×4000 10.5 360 6.94 8.60 0.67

64 00179 梁桁 スギ製材 120×240×4000 11.5 347 7.83 8.19 0.72

240 20162 梁桁 スギ製材 120×240×4000 394 6.69 7.83 0.73

241 20163 梁桁 スギ製材 120×240×4000 382 7.72 8.87 0.94

247 20165 梁桁 スギ製材 120×240×4000 365 7.40 8.10 0.74

320 20188 梁桁 スギ製材 120×240×4000 371 6.80 7.34 0.74

319 20189 梁桁 スギ製材 120×240×4000 364 7.50 8.37 0.96

318 20190 梁桁 スギ製材 120×240×4000 328 6.55 7.25 0.81

317 20191 梁桁 スギ製材 120×240×4000 358 6.77 7.64 0.79

6 00158 梁桁 スギ製材 120×240×5000 310 6.53 7.16 0.55

282 20183 梁桁 スギ製材 120×240×5000 342 7.16 7.65 0.80

326 20185 梁桁 スギ製材 120×240×5000 372 7.45 8.91 0.62

325 20186 梁桁 スギ製材 120×240×5000 371 6.33 7.51 0.92

323 20187 梁桁 スギ製材 120×240×5000 366 7.66 9.01 0.65

11 00160 梁桁 スギ製材 120×240×6000 362 7.81 8.91 0.58

285 20161 梁桁 スギ製材 120×240×6000 451 7.84 9.09 0.89

279 20184 梁桁 スギ製材 120×240×6000 413 7.07 8.14 0.84

314 20192 梁桁 スギ製材 120×240×6000 394 7.51 9.42 0.68

289 10031 梁桁 スギ製材 120×270×6000 370 7.19 8.31 0.61

290 20198 梁桁 スギ製材 120×270×6000 403 7.93 9.52 0.70

284 10032 梁桁 スギ製材 120×300×6000 374 6.29 7.58 0.79

312 10033 梁桁 スギ製材 120×300×6000 365 7.72 8.45 0.61

313 10034 梁桁 スギ製材 120×300×6000 397 7.50 7.60 0.64

256 20208 梁桁 スギ製材 120×330×3000 376 6.40 7.04 0.77

283 20204 梁桁 スギ製材 120×330×5000 311 7.23 7.61 0.59

280 20205 梁桁 スギ製材 120×330×5000 400 6.61 7.66 0.72

281 20206 梁桁 スギ製材 120×330×5000 353 7.70 8.07 0.65

13 00199 梁桁 スギ製材 120×330×6000 421 7.84 8.88 0.47

288 20201 梁桁 スギ製材 120×330×6000 391 7.45 9.53 0.61

286 20202 梁桁 スギ製材 120×330×6000 355 7.06 8.36 0.88

287 20203 梁桁 スギ製材 120×330×6000 364 6.50 7.28 0.86

315 20207 梁桁 スギ製材 120×330×6000 394 7.39 8.90 0.64

10 00193 梁桁 スギ製材 150×330×5000 359 6.09 6.17 0.57

115 00078 柱 スギ製材 120×120×3000 13.5 395 8.71

118 00081 柱 スギ製材 120×120×3000 16.5 444 8.71

173 00234 柱 スギ製材 120×120×3000 37.0 443 7.95

84 00045 柱 スギ製材 120×120×3000 9.5 403 8.14 8.99 0.97

83 00046 柱 スギ製材 120×120×3000 39.0 486 8.25 8.77 0.53

82 00047 柱 スギ製材 120×120×3000 10.0 402 8.41 8.88 0.82

81 00048 柱 スギ製材 120×120×3000 20.5 459 8.32 8.90 0.62

80 00049 柱 スギ製材 120×120×3000 12.0 413 6.43 8.02 0.70

92 00051 柱 スギ製材 120×120×3000 14.0 410 6.18 7.32 0.71

86 00052 柱 スギ製材 120×120×3000 15.0 376 6.42 7.24 0.51

88 00053 柱 スギ製材 120×120×3000 13.0 415 6.20 6.78 0.67

85 00054 柱 スギ製材 120×120×3000 16.5 387 7.31 8.47 0.70

87 00055 柱 スギ製材 120×120×3000 13.0 434 7.78 8.99 0.89

93 00056 柱 スギ製材 120×120×3000 10.0 398 7.17 7.64 0.70

94 00057 柱 スギ製材 120×120×3000 17.0 500 6.52 7.11 0.68

95 00058 柱 スギ製材 120×120×3000 11.0 364 5.94 6.96 0.66

97 00060 柱 スギ製材 120×120×3000 17.5 371 5.94 6.74 0.56

98 00061 柱 スギ製材 120×120×3000 12.0 473 7.30 8.32 0.78

99 00062 柱 スギ製材 120×120×3000 19.0 433 7.33 8.37 0.73

100 00063 柱 スギ製材 120×120×3000 10.0 374 7.77 0.66

Table 1.  測定した構造部材の物性値（スギ製材）（続き）
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Table	
 1	
 測定した構造部材の物性値（スギ製材）（続き）

試験体番号
QRコードID
(MB番号)

使用部位 種類
公称寸法

(幅×厚さ×長さ)
(mm)

水分計の
含水率
(%)

密度
(kg/m3)

縦振動法による
ヤング係数
(kN/mm2)

TGH法による
ヤング係数
(kN/mm2)

TGH法による
せん断弾性係数

(kN/mm2)

101 00064 柱 スギ製材 120×120×3000 9.5 375 7.41 8.04 0.79

102 00065 柱 スギ製材 120×120×3000 10.0 395 7.27 8.61 0.73

103 00066 柱 スギ製材 120×120×3000 10.0 402 7.82 8.21 0.95

104 00067 柱 スギ製材 120×120×3000 24.5 448 6.29 7.43 0.67

105 00068 柱 スギ製材 120×120×3000 25.5 514 6.08 6.89 0.63

106 00069 柱 スギ製材 120×120×3000 17.5 498 7.26

107 00070 柱 スギ製材 120×120×3000 12.0 402 7.43

109 00072 柱 スギ製材 120×120×3000 11.0 478 6.55

110 00073 柱 スギ製材 120×120×3000 12.5 424 8.37

111 00074 柱 スギ製材 120×120×3000 10.0 386 8.38

113 00076 柱 スギ製材 120×120×3000 17.0 471 8.52

116 00079 柱 スギ製材 120×120×3000 9.5 344 6.21

117 00080 柱 スギ製材 120×120×3000 13.5 413 7.46

119 00082 柱 スギ製材 120×120×3000 16.5 470 8.58

120 00083 柱 スギ製材 120×120×3000 19.0 478 7.50

121 00084 柱 スギ製材 120×120×3000 15.5 398 7.03

122 00085 柱 スギ製材 120×120×3000 12.5 392 6.80

123 00086 柱 スギ製材 120×120×3000 9.5 368 7.54

90 00173 柱 スギ製材 120×120×3000 13.0 446 7.27 7.97 0.85

89 00174 柱 スギ製材 120×120×3000 12.0 408 7.01 7.85 0.89

146 00209 柱 スギ製材 120×120×3000 14.5 410 7.14

147 00212 柱 スギ製材 120×120×3000 21.0 446 7.55

143 00214 柱 スギ製材 120×120×3000 10.0 428 7.75

141 00216 柱 スギ製材 120×120×3000 7.5 346 6.81

140 00218 柱 スギ製材 120×120×3000 11.5 403 8.24

139 00219 柱 スギ製材 120×120×3000 9.0 352 7.08

151 00220 柱 スギ製材 120×120×3000 11.0 401 6.16

152 00221 柱 スギ製材 120×120×3000 21.0 465 8.29

158 00222 柱 スギ製材 120×120×3000 10.0 390 7.98

145 00223 柱 スギ製材 120×120×3000 19.0 463 8.36

159 00224 柱 スギ製材 120×120×3000 20.0 466 5.85

167 00225 柱 スギ製材 120×120×3000 15.5 406 6.46

144 00226 柱 スギ製材 120×120×3000 18.5 413 7.44

160 00227 柱 スギ製材 120×120×3000 24.5 422 6.25

150 00229 柱 スギ製材 120×120×3000 12.5 430 7.44

166 00230 柱 スギ製材 120×120×3000 22.0 423 6.71

174 00231 柱 スギ製材 120×120×3000 18.0 423 7.75

165 00233 柱 スギ製材 120×120×3000 23.0 445 5.94

156 00235 柱 スギ製材 120×120×3000 12.5 392 7.27

164 00236 柱 スギ製材 120×120×3000 16.0 427 7.02

172 00237 柱 スギ製材 120×120×3000 28.0 435 7.62

155 00239 柱 スギ製材 120×120×3000 13.0 416 7.01

163 00241 柱 スギ製材 120×120×3000 13.5 403 6.11

162 00242 柱 スギ製材 120×120×3000 26.0 447 6.74

169 00244 柱 スギ製材 120×120×3000 28.0 423 6.06

170 00245 柱 スギ製材 120×120×3000 15.0 380 5.87

171 00246 柱 スギ製材 120×120×3000 21.0 390 7.65

260 20056 柱 スギ製材 120×120×3000 417 8.59

261 20057 柱 スギ製材 120×120×3000 443 7.14

262 20058 柱 スギ製材 120×120×3000 394 6.78

263 20061 柱 スギ製材 120×120×3000 350 5.99

264 20062 柱 スギ製材 120×120×3000 406 7.53

265 20064 柱 スギ製材 120×120×3000 432 7.30

266 20065 柱 スギ製材 120×120×3000 426 8.18

267 20066 柱 スギ製材 120×120×3000 424 7.78

268 20067 柱 スギ製材 120×120×3000 374 7.13

138 00207 柱 スギ製材 120×120×4000 10.0 418 8.63

試験体数 91 191 190 138 138

平均値 15.4 399 7.14 8.03 0.73

最大値 39.0 514 8.71 9.85 1.40

最小値 7.5 310 5.64 5.98 0.24

標準偏差 6.1 37 0.67 0.80 0.18

変動係数(%) 39.3 9 9.33 10.01 24.10

注：QRコードIDが20000番台の材は再入荷されたものである。

Table 1.  測定した構造部材の物性値（スギ製材）（続き）
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Table	
 2	
 測定した構造部材の物性値（スギ集成材）

試験体番号
QRコードID
(MB番号)

使用部位 種類
公称寸法

(幅×厚さ×長さ)
(mm)

水分計の
含水率
(%)

密度
(kg/m3)

縦振動法による
ヤング係数
(kN/mm2)

180 00256 柱 スギ集成材 120×120×3000 19.5 459 8.56

179 00257 柱 スギ集成材 120×120×3000 12.0 430 8.40

184 00258 柱 スギ集成材 120×120×3000 13.0 452 10.64

182 00259 柱 スギ集成材 120×120×3000 11.5 426 8.36

181 00260 柱 スギ集成材 120×120×3000 15.0 428 8.35

183 00261 柱 スギ集成材 120×120×3000 15.5 442 8.67

327 20263 柱 スギ集成材 120×120×5000 14.0 399 7.64

39 00254 柱 スギ集成材 120×120×6000 14.5 416 8.16

試験体数 8 8 8

平均値 14.4 432 8.60

最大値 19.5 459 10.64

最小値 11.5 399 7.64

標準偏差 2.3 18 0.83

変動係数(%) 16.3 4 9.61

注：QRコードIDが20000番台の材は再入荷されたものである。

Table 2.  測定した構造部材の物性値（スギ集成材）

Table	
 3	
 測定した構造部材の物性値（スギ・ヒノキ複合集成材）

試験体番号
QRコードID
(MB番号)

使用部位 種類
公称寸法

(幅×厚さ×長さ)
(mm)

水分計の
含水率
(%)

密度
(kg/m3)

縦振動法による
ヤング係数
(kN/mm2)

TGH法による
ヤング係数
(kN/mm2)

TGH法による
せん断弾性係数

(kN/mm2)

328 梁桁 スギ・ヒノキ複合集成材 150×300×5000 14.5 439 9.65 11.6 0.98

Table 3.  測定した構造部材の物性値（スギ・ヒノキ複合集成材）

Table	
 4	
 測定した構造部材の物性値（ヒノキ製材）

試験体番号
QRコードID
(MB番号)

使用部位 種類
公称寸法

(幅×厚さ×長さ)
(mm)

水分計の
含水率
(%)

密度
(kg/m3)

縦振動法による
ヤング係数
(kN/mm2)

124 00001 土台 ヒノキ製材 120×120×3000 12.5 529 9.63

125 00002 土台 ヒノキ製材 120×120×3000 12.0 490 14.43

126 00003 土台 ヒノキ製材 120×120×3000 15.0 538 13.06

137 00004 土台 ヒノキ製材 120×120×4000 12.5 476 10.89

136 00005 土台 ヒノキ製材 120×120×4000 12.0 456 10.99

135 00006 土台 ヒノキ製材 120×120×4000 12.5 438 11.58

134 00007 土台 ヒノキ製材 120×120×4000 13.5 525 11.86

133 00008 土台 ヒノキ製材 120×120×4000 12.5 494 10.88

試験体数 8 8 8

平均値 12.8 493 11.67

最大値 15.0 538 14.43

最小値 12.0 438 9.63

標準偏差 0.9 34 1.39

変動係数(%) 7.3 7 11.91

Table 4.  測定した構造部材の物性値（ヒノキ製材）
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Table	
 5	
 測定した構造部材の物性値（ヒノキ集成材）

試験体番号
QRコードID
(MB番号)

使用部位 種類
公称寸法

(幅×厚さ×長さ)
(mm)

水分計の
含水率
(%)

密度
(kg/m3)

縦振動法による
ヤング係数
(kN/mm2)

192 00013 土台 ヒノキ集成材 120×120×3000 19.5 514 8.11

185 00014 土台 ヒノキ集成材 120×120×3000 20.5 511 11.09

187 00015 土台 ヒノキ集成材 120×120×3000 15.0 519 8.90

193 00016 土台 ヒノキ集成材 120×120×3000 26.0 511 8.66

186 00017 土台 ヒノキ集成材 120×120×3000 25.0 516 10.30

194 00018 土台 ヒノキ集成材 120×120×3000 21.5 515 9.67

195 00019 土台 ヒノキ集成材 120×120×3000 23.0 524 6.76

188 00020 土台 ヒノキ集成材 120×120×3000 22.0 511 10.03

196 00021 土台 ヒノキ集成材 120×120×3000 20.0 522 8.64

189 00022 土台 ヒノキ集成材 120×120×3000 23.0 500 8.58

190 00023 土台 ヒノキ集成材 120×120×3000 17.0 503 9.66

197 00024 土台 ヒノキ集成材 120×120×3000 22.0 509 8.22

191 00025 土台 ヒノキ集成材 120×120×3000 21.0 525 9.85

198 00026 土台 ヒノキ集成材 120×120×3000 24.0 519 10.11

178 00012 土台 ヒノキ集成材 120×120×4000 21.0 534 8.34

試験体数 15 15 15

平均値 21.4 515 9.13

最大値 26.0 534 11.09

最小値 15.0 500 6.76

標準偏差 2.8 8 1.06

変動係数(%) 12.9 2 11.66

Table 5.  測定した構造部材の物性値（ヒノキ集成材）


